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Ⅰ.は じめに

　私たちは、児童デイサービス と知的障害児施設に勤め

る職員である。利用 されている方は知的障害があ り、発

達障害 も併せ持 たれている方が多 く、これ らの障害は、

ともに「目に見 えない障害」である。私たちが携わってい

るお子 さんたち も、私たちの職場での見解 と、家庭での

見解、学校での見解が大きく異 なる。これにより、支援が

行 き詰まり、次のステップへ繋が らないことがあった。

Ⅱ.目 的

知的障害や発達障害のある方の多 くは、 自らの状況や

自らの気持ちをうまく伝 えられず、誤解 されることがあ

り、生 きに くさを感 じられている。私たちは、障害 を持

たれた方たちが誤解 されずに、自らの努力が報われるよ

うな地域のシステム作 りを目指 した。

Ⅲ

.研 究方法

　ここではアセスメントとして、自閉症 ・自閉傾向が認

め られるお子 さんへ 「PEP-R(教 育診断検査)」 と

「AAPEP(青 年 ・成人期心理教育診断評価)」 を用い

た。結果、本人の自閉症特有の学習ス タイルや行動の特

徴、発達のアンバランスさを明らかにした。

　また、ネットワークづ くり(報 告会など)で 、ニーズ

と現状での療育ポイン ト(で きそうなところ)を 確認 し、

発達課題や将来必要と思われるスキル ・環境 ・配慮へ結

びつける手立てを模索 ・検討 した。

1.事 例A　 3歳9ヶ 月　 男児　広 汎性発達 障害

1)ア セ ス メン ト(フ ォーマ ル ・インフ ォーマル)

　 平成18年11月(本 人2歳8ヶ 月時)に 教育診

　 断検査(PEP-R)を 実施 した。

2)ネ ットワークづ くり

　 検査結果を基に、検査者 ・保護者 ・通所施設 ・言

語訓練機関(ク リニック)・幼稚園 ・他福祉機関等の

職員で話し合いを行った。検査からも確認されたこと

だが、微細運動スキルの弱さが見られ、 ここは保護

者が向上させたいと思っていた領域であった、2語 文

の形成、スプーン使用から箸使用への移行が療育目

標 として挙が り、家庭 ・デイサービス・通園施設 ・言

語訓練機関(ク リニック)・幼稚園 ・他福祉機 関で役

割分担を図り、支援計画へ反映させた。

3)再 アセスメント(フ ォーマル ・インフォーマル)

　 平成19年9月(本 人4歳6ヶ 月)教 育診断検

査(PEP-R)実 施 した。その際、保護者 ・言語

聴覚士 ・発達障害者支援センター職員が立ち合い、

情報共有 を行 った。

4)ネ ットワークづ くり

　 再 アセスメ ン ト結果 を基 に、検査者 ・保護者 ・

他通 園施設 ・幼稚 園 ・発達障害者支援セ ンター ・

他福祉機関の職員 を集め、現状 についての情報交

換 と今後の支援 目標 について話 し合った。 この際、

箸使用への移行 について話題 とな り、結果、時期

尚早 とい うことで、段 階を踏んで箸使用へ辿 り着

くよう支援計画を見直 した。 また、模倣 スキルの

伸 びが検査か ら確認 され、報告 した ところ、全て

の機 関で意見が一致 した。伝 えるべ きことについ

ては、支援者が一度演 じて見せ ることで理解 しや

すい ということを再確認 しあった。

2.事 例B　 17歳1ヶ 月　 男　 知的障害　 自閉性

障害傾向あ り

1)ア セスメン ト(フ ォーマル ・インフォーマル)

　 平成19年9月 に青年 ・成人期心理教育診断評

価(AAPEP)を 実施 した。

2)ネ ットワークづ くり

　 検査結果 を基 に、検査者 ・保護者 ・学校教諭 ・ケー

ス担当者で話 し合い を実施 した。なかで も、金銭
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理解の未熟 さ(細 かいお金 を組み合わせた買い物)

やコミュニケーションでの蹟 き(壁 へ向かって要

求す るな ど)が 見 られ、家庭 ・学校 ・当施設で役

割分担 して、協働 してい くことを確認 した。

　 12月 には、当施設の職員全体へ、本人の検査

報告 を実施 した。

検査者は、本人の持っている力の代弁者である。その

人とは別に、中立の立場で、それぞれの支援機関の連携

調整役 を担 うコーディネーターが、検査者 と密に協力す

ることで、本人を中心 としたシステムが構築 された。

Ⅳ.結 果 ・考察

　個 々の障害特性に基づいた支援プログラムを展開する

ためには、本人をよく知ることが大前提である。なによ

りも、アセスメン ト(検 査 なと)の 結果が、保護者を始

め、他機関 とのコミュニケーションッールとな り、本人

を中心に据えた話 し合いがより深 まった。

　適切なアセスメントをすることで 「これか ら取 り組む

べ きこと」「個別支援計画」「移行支援計画」の方向性が

見出すことができ、その人を尊重す ることで、自立へ導

く有効なアプローチへ とつながった。

　お子 さんの将来を考 える上で、「仲 間づ くり」⇒ 「シ

ステムの構築 」が必要不可欠である。家庭 ・学校 ・福祉

機関 ・行政機関 ・地域 という 「点 と点」では支援 は繋が

らない。こうした点と点を太いパイプで繋ぎ、情報や知

識 ・技術 を共有できるシステムを構築すること、更に拡

大させてい くこと。そうすることで、障害を持たれた方

が生 きやすい世界(地 域)に なると考えられる。

Ⅴ．文献

　「自閉症の人たちを支援するとい うこと」朝 日新聞厚
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